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技術経営人財の育成と活用
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す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
今
年
は
い
く
ら
の

売
り
上
げ
を
上
げ
、
い
く
ら
の

利
益
を
出
す
と
か
、
33
歳
ま
で

に
一
級
建
築
士
に
合
格
す
る
と

い
う
細
分
化
さ
れ
た
目
標
を
立

て
、
そ
れ
を
着
実
に
実
現
す
る

こ
と
が
習
慣
と
な
り
ま
し
た
。

会
社
の
利
益
が
上
が
る
よ
う

に
一
生
懸
命
働
き
、
30
歳
の
頃

に
は
一
人
で
現
場
を
任
さ
れ
纏

め
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

33
歳
の
時
、
総
工
費
百
億
円

を
超
え
る
ゼ
ネ
コ
ン
大
手
に
よ

る
Ｊ
Ｖ
工
事
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
Ｊ

Ｖ
給
与
が
50
万
円
を
超
え
、
設

定
し
た
目
標
が
、
１
年
前
倒
し

で
実
現
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
転
職
し
、
現
在
の
会

社
に
入
社
し
、
程
無
く
し
て
経

営
者
と
な
り
ま
し
た
。
36
歳
で

社
長
に
な
り
、
初
め
て
立
て
た

目
標
は
「
３
年
以
内
に
自
社
株

式
の
店
頭
上
場
を
果
た
し
、
東

証
一
部
ま
で
進
む
」
で
し
た
。

平
成
17
年
に
東
証
一
部
上
場
、

そ
の
時
に
立
て
た
新
た
な
目
標

が
、
「
78
歳
ま
で
に
売
上
１
兆

円
を
超
え
る
会
社
の
社
長
に
な

る
」
と
目
標
を
設
定
、
人
生
最

後
の
目
標
設
定
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
六
社
統
合
に

よ
り
27
年
前
倒
し
で
「
売
上
１

兆
円
を
超
え
る
会
社
の
社
長
に

な
る
」
を
実
現
し
ま
し
た
。

大
き
な
目
標
を
掲
げ
、
そ
れ

に
向
け
て
日
々
前
進
し
、
途
中

で
諦
め
ず
に
最
後
ま
で
粘
り
達

成
す
れ
ば
、
大
き
な
成
長
が
得

ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

（
西
河
洋
一)

ＯＯＰＰＩＩＮＮＩＩＯＯＮＮＳＳ

[HRM研究会準備会合（第３回）]

企業間で人財の流動性を高める ・・・・・・・・・・・・・・ ４４頁頁
－グローバルな視点で捉えたHRM研究に取り組む－

[西河技術経営塾（第４期生）]

税金を沢山払える経営者の育成 ・・・・・・・・・・・・・・ ２２頁頁

安定収入収益を生むビジネスモデルを学ぶ

公益性のある財団を目指す ・・・・・・・・・・・・・・・・ ６６頁頁

企
業
を
大
き
く
成
長

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
で
き
な
い
か
、
そ

の
違
い
は
何
か
を
私
な

り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

要
素
と
し
て
は
、
社

長
の
器
量
、
能
力
、
運
、

資
金
、
良
い
人
材
確
保
、
様
々

な
も
の
が
あ
る
と
か
と
思
い
ま

す
が
、
私
の
成
功
の
基
に
あ
る

も
の
は
何
か
と
考
え
る
と
「
常

に
目
標
を
設
定
す
る
習
慣
」
だ

と
思
い
ま
す
。

入
社
し
た
ば
か
り
の
時
、
社

長
か
ら
「
貴
方
は
若
い
か
ら
是

非
こ
れ
を
勉
強
し
て
み
た
ら
ど

う
だ
」
と
自
己
啓
発
教
材
を
お

借
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｍ
Ｉ
の
創
設

者
ポ
ー
ル
・
Ｊ
・
マ
イ
ヤ
ー
の

『
人
生
成
功
の
鍵
は
目
標
設
定

に
あ
る
』
と
い
う
十
数
巻
か
ら

な
る
カ
セ
ッ
ト
教
材
で
し
た
。

新
社
会
人
ゆ
え
に
、
経
営
な

ど
は
ま
る
で
解
ら
な
い
の
で
、

ま
ず
、
自
分
の
目
標
と
い
う
こ

と
で
「
15
年
後
に
月
50
万
円
の

給
料
を
貰
え
る
人
間
に
な
ろ

う
」
と
目
標
設
定
し
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
色
々
な
も
の

が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

零
細
企
業
で
50
万
円
稼
ぐ
と
な

る
と
、
34
歳
の
時
点
で
部
長
級

の
地
位
と
な
る
か
、
大
手
企
業

の
課
長
程
度
の
地
位
に
必
ず
な

る
と
か
、
特
殊
な
技
術
を
身
に

着
け
る
等
。
で
は
、
そ
の
地
位

に
な
る
に
は
、
ど
の
程
度
会
社

に
貢
献
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
何
時
頃
ま
で
に
ど

の
よ
う
な
資
格
取
得
が
必
要
で

あ
る
の
か
等
、
目
標
達
成
へ
の

道
の
り
の
途
中
で
、
常
に
意
識

人生成功の鍵は、目標設定にある

技術経営人財の育成で実績を重ねる

[定時評議員会 第５期 事業計画]
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急急
成成
長長
のの
経経
営営
ノノ
ウウ
ハハ
ウウ
をを
講講
演演

昨
年
10
月
（
第
６
回
）
西
河
洋
一
塾

長
は
、
演
習
の
時
間
の
中
で
『
経
営
』

と
題
す
る
特
別
講
演
を
し
た
。
伏
見
建

設
㈱
代
表
取
締
役
に
平
成
12
年
に
就
任

し
て
か
ら
の
経
営
に
つ
い
て
、
い
か
に

難
問
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
の
講
義

を
行
っ
た
。

最最
初初
のの
経経
営営
テテ
ーー
ママ

社
長
に
な
っ
て
最
初
の
経
営
テ
ー
マ

は
、
「
株
式
上
場
に
よ
る
資
本
調
達
」

「
安
定
し
た
利
益
を
生
む
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
構
築
」
「
限
ら
れ
た
資
金
を
最
大

限
に
活
用
す
る
」
「
質
素
倹
約
、
自
己

資
本
を
で
き
る
だ
け
早
く
高
め
る
」
を

設
定
し
た
。

体体
制制
のの
建建
直直
しし

新
社
長
と
し
て
取
り
組
ん
だ
体
制
立

て
直
し
は
「
社
名
の
変
更
」
「
ブ
ラ
ン

ド
名
考
案
」
「
社
是
、
社
訓
の
策
定
」

「
行
動
規
範
、
経
営
方
針
」
「
株
式
上

場
の
準
備
」
「
資
本
政
策
」
「
業
界
慣

習
の
破
壊
」
「
事
業
拡
大
に
よ
る
求
心

西河技術経営塾 実践スクール・基礎コース

4期期生生（（2016.9.7～～2017.5.31））西西河河技技術術経経営営塾塾

【【
講講
師師
のの
ココ
メメ
ンン
トト
】】

経経
営営
学学
をを
学学
びび
売売
上上
をを
1100
倍倍
にに
すす
るる

小小
平平
和和
一一
朗朗
講講
師師

４
期
生
を
迎
え
て
も
初
心
に
戻
っ
て
、

塾
生
の
事
業
化
に
講
師
全
員
が
取
り
組

ん
で
い
る
。
い
ま
世
界
は
大
変
革
の
時

代
で
あ
る
。
一
見
緩
や
か
で
は
あ
る
が

変
革
の
真
最
中
に
い
る
。
塾
生
に
は
若

年
層
の
半
減
に
よ
る
国
内
消
費
の
減
少

を
常
に
伝
え
て
い
る
。
国
内
市
場
は
い

ず
れ
そ
う
な
る
。
ニ
ー
ズ
は
読
む
も
の

で
は
無
く
て
、
仮
説
に
基
づ
い
て
創
出

す
る
も
の
と
教
え
る
。
「
現
状
の
10
倍

の
売
上
に
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
取

り
組
む
こ
と
」
を
課
題
と
す
る
。
事
業

コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
可

経 営
・ 経営は、人、物、金、時間をコントロールして、

広く社会に貢献する事。

・ 代表者の一番大切な仕事は、

永遠に企業を継続させる事。

・ 代表取締役社長は会社の全責任を負う。

・ 経営者は常に正直でなければ成らない。

・ 企業は、社会から必要とされる商品やサービスを

開発し提供し続けなければ成らない。

・ 企業は収益を上げ、国のために納税を行わなけ

れば成らない。

・ 時代の変化に対応できなければ生き残れない。

・ 失敗を恐れず、未来に挑戦して行かなければ成らない。

・ 全ての関係者が幸せになるような経営が望ましい。

『経営』というテーマで特別講演（2016.10.12）をする西河洋一塾長

図１ 西河洋一の経営姿勢

力
増
大
」
「
安
定
し
た
仕
事
を
、
絶
え

間
な
く
出
す
事
で
価
格
を
下
げ
る
」

「
約
束
を
守
る
事
で
、
味
方
を
沢
山
造

る
」
「
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
る
。

常
に
正
し
い
仕
事
」
な
ど
。

ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル
のの
考考
案案

（高
く
買
っ
て
、
安
く
売
る
）

当
時
建
売
で
３
千
万
円
を
切
る
物
件

は
珍
し
か
っ
た
。
他
社
売
出
し
３
千
万

円
の
物
件
エ
リ
ア
ー
で
１
棟
５
百
万
円

の
利
益
確
保
の
目
標
を
立
て
る
。

建
物
建
築
費
当
時
は
坪
50
万
、
30
坪

で
千
５
百
万
円
が
相
場
。
当
社
は
相
場

の
66
掛
け
の
約
１
千
万
円
で
造
る
。

土
地
の
相
場
は
７
百
万
円
、
当
社
は

８
百
万
円
で
百
万
円
高
く
買
う
。
他
社

の
原
価
合
計
は
２
千
５
百
万
円
、
当
社

は
２
千
百
万
円
。
市
場
に
２
千
６
百
万

円
で
売
り
出
す
。
完
成
す
る
と
百
万
円

下
げ
る
。
ほ
ぼ
他
社
の
原
価
で
販
売
し

て
４
百
万
円
の
利
益
を
出
す
。

経経
営営
姿姿
勢勢

ア
ー
ネ
ス
ト
ワ
ン
の
経
営
を
図
１
に

示
す
。
「
企
業
は
収
益
を
上
げ
、
国
の

た
め
に
納
税
」
が
光
る
。

税税金金をを沢沢山山払払ええるる経経営営者者のの育育成成
安安
定定
収収
益益
をを
生生
むむ

ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル
をを
学学
ぶぶ
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ビビ
ジジ
ネネ
スス
のの
基基
礎礎
とと
なな
るる
知知
識識
とと
演演
習習

杉杉
本本
晴晴
重重
講講
師師

「
場
が
人
を
育
て
る
」
「
ビ
ジ
ネ
ス

は
変
化
対
応
力
」
と
い
わ
れ
る
。
塾
生

に
は
既
に
場
が
あ
り
、
夢
と
熱
い
思
い

が
あ
る
が
、
実
現
す
る
に
は
、
そ
れ
な

り
の
基
礎
知
識
と
知
恵
と
葛
藤
が
必
要

で
あ
る
。

西
河
塾
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
礎
と
な

る
知
識
と
演
習
を
通
し
て
、
塾
生
自
身

が
高
い
目
標
と
課
題
を
設
定
し
、
自
問

自
答
し
、
知
恵
を
絞
り
、
真
の
ビ
ジ
ネ

ス
と
は
何
か
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て

き
た
。

4期期生生（（2016.9.7～～2017.5.31））西西河河技技術術経経営営塾塾
西河技術経営塾 実践スクール・基礎コース

な
が
ら
も
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

能
に
な
る
。
事
業
の
誤
り
に
気
付
い
た

ら
即
座
に
修
正
。
中
長
期
計
画
を
組
み

立
て
る
。
常
に
事
業
を
お
金
で
評
価
し

て
、
黒
字
の
収
益
モ
デ
ル
を
組
立
て
る
。

そ
し
て
お
金
を
管
理
す
る
。
お
金
を
管

理
す
る
と
、
生
き
た
経
営
状
態
が
み
え

る
。
健
康
管
理
を
怠
ら
な
い
。
強
み
づ

く
り
に
取
り
組
む
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
・
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
す
る
。
顧
客
の

懐
に
飛
び
込
み
、
顧
客
と
と
も
に
ビ
ジ

ネ
ス
を
す
る
。
・
・
と
教
示
す
る
。

経
営
塾
で
自
ら
が
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

基基
盤盤
をを
固固
めめ
変変
化化
をを
志志
向向
すす
るる
道道
場場

前前
田田
光光
幸幸
講講
師師

こ
れ
ま
で
企
業
は
経
営
資
源
（
人
財
、

技
術
、
資
金
）
の
強
さ
、
技
術
開
発
、

差
別
化
、
効
率
化
、
コ
ス
ト
競
争
力
、

品
質
管
理
、
競
争
優
位
の
確
立
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
、
財
務
戦
略
な
ど
の
経
営

課
題
を
追
求
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
重

要
性
は
議
論
の
余
地
が
な
く
、
西
河
塾

で
は
、
こ
れ
ら
の
演
習
を
重
視
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
市

場
が
成
熟
化
し
、
社
会
の
変
化
が
激
し

く
、
市
場
も
技
術
も
予
見
不
可
能
な
状

況
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
営
課
題
の

追
求
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
逆
に
失
敗

に
繋
が
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

経
営
課
題
を
常
に
変
化
さ
せ
な
が
ら
試

行
錯
誤
を
続
け
、
柔
軟
な
意
識
構
造
と

組
織
構
造
へ
と
切
り
替
え
な
い
と
い
け

な
い
。

こ
れ
が
中
小
中
堅
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
事
柄
で

あ
る
こ
と
を
、
講
義
と
演
習
を
通
じ
て

議
論
し
て
い
き
た
い
。
要
は
、
基
盤
を

固
め
て
、
変
化
を
志
向
す
る
道
場
が
西

河
塾
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
を
す

る
場
は
他
に
は
な
い
と
断
言
で
き
る
。

最
初
は
漠
然
と
し
た
、
混
乱
し
て
い

た
事
業
の
姿
が
、
徐
々
に
形
を
成
し
て

い
く
。
そ
し
て
自
分
の
こ
と
ば
を
見
つ

け
る
段
階
に
入
り
、
自
信
を
も
っ
て
語

る
よ
う
に
な
る
と
、
塾
の
研
修
は
終
わ

り
に
近
づ
く
。
そ
れ
は
①
自
分
の
言
葉

で
事
業
を
語
る
。
②
講
師
や
塾
生
か
ら

の
評
価
か
ら
自
ら
気
づ
く
。➂

そ
し
て

事
業
の
絵
姿
を
画
く
。
こ
れ
が
西
河
技

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
なな
観観
点点
かか
らら
もも
のの
をを
見見
るる

淺淺
野野
昌昌
宏宏
講講
師師

西
河
技
術
経
営
塾
の
講
師
の
一
人
と

し
て
、
２
期
生
、
３
期
生
を
送
り
出
し
、

今
４
期
生
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
３

年
間
や
っ
て
き
て
感
じ
る
こ
と
は
、
ど

の
塾
生
も
、
32
回
の
講
座
を
終
え
た
時

に
は
、
思
考
が
柔
軟
に
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

手
前
味
噌
で
恐
縮
だ
が
、
入
塾
時
に

は
、
自
分
の
経
歴
や
業
界
の
中
で
し
か

思
考
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
が
、
こ
の

経
営
塾
の
講
座
や
演
習
を
通
じ
て
、
広

い
視
点
で
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
身
に

つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
、
塾
生
が
俯
瞰
的
な
視

点
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
も
の

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
微
力

私
は
塾
生
が
激
変
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
を
生
き
抜
き
、
飛
躍
す
る
上
で
、
経

営
者
と
し
て
必
要
な
実
務
的
基
本
知
識

（
知
恵
の
卵
）
を
「
モ
ノ
づ
く
り
」
を

通
し
て
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力

し
て
き
た
。
塾
生
に
は
自
身
で
徹
底
し

て
考
え
抜
き
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
果
敢

に
新
た
な
挑
戦
を
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に

通
じ
る
人
財
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

「経営課題を変化させながら試行錯
誤を続け、柔軟な意識構造と組織構
造へと切り替える」と前田講師

技技
術術
経経
営営
塾塾
でで
学学
びび
自自
らら
気気
づづ
くく

大大
橋橋
克克
已已
講講
師師

西
河
技
術
経
営
塾
を
始
め
て
第
４
期

生
を
迎
え
た
。
塾
生
が
企
業
経
営
者
と

し
て
の
思
い
を
自
分
の
こ
と
ば
で
語
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
を
課
題

に
塾
生
と
毎
週
格
闘
し
て
い
る
。
企
業

経
営
の
技
を
習
得
し
、
事
業
の
姿
を
描

き
、
そ
れ
を
聞
い
て
貰
い
、
批
判
を
受

け
、
忠
告
さ
れ
、
太
く
・
逞
し
く
育
て

上
げ
る
か
を
９
か
月
の
研
修
で
塾
生
が

習
得
す
る
。

「自信をもって語るように
なると、塾は終わりに近づ
く」と語る大橋講師。

「徹底して考え、失敗を恐れず、果敢に
挑戦をしてグローバルに通じる人財を目
指す」と語る杉本講師

「広い視野でものを考えること
が身に付く」と語る淺野講師

「10倍になる売上目標を設定
する」と語る小平講師
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急急
成成
長長
のの
経経
営営
ノノ
ウウ
ハハ
ウウ
をを
講講
演演

昨
年
10
月
（
第
６
回
）
西
河
洋
一
塾

長
は
、
演
習
の
時
間
の
中
で
『
経
営
』

と
題
す
る
特
別
講
演
を
し
た
。
伏
見
建

設
㈱
代
表
取
締
役
に
平
成
12
年
に
就
任

し
て
か
ら
の
経
営
に
つ
い
て
、
い
か
に

難
問
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
の
講
義

を
行
っ
た
。

最最
初初
のの
経経
営営
テテ
ーー
ママ

社
長
に
な
っ
て
最
初
の
経
営
テ
ー
マ

は
、
「
株
式
上
場
に
よ
る
資
本
調
達
」

「
安
定
し
た
利
益
を
生
む
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
構
築
」
「
限
ら
れ
た
資
金
を
最
大

限
に
活
用
す
る
」
「
質
素
倹
約
、
自
己

資
本
を
で
き
る
だ
け
早
く
高
め
る
」
を

設
定
し
た
。

体体
制制
のの
建建
直直
しし

新
社
長
と
し
て
取
り
組
ん
だ
体
制
立

て
直
し
は
「
社
名
の
変
更
」
「
ブ
ラ
ン

ド
名
考
案
」
「
社
是
、
社
訓
の
策
定
」

「
行
動
規
範
、
経
営
方
針
」
「
株
式
上

場
の
準
備
」
「
資
本
政
策
」
「
業
界
慣

習
の
破
壊
」
「
事
業
拡
大
に
よ
る
求
心

西河技術経営塾 実践スクール・基礎コース

4期期生生（（2016.9.7～～2017.5.31））西西河河技技術術経経営営塾塾

【【
講講
師師
のの
ココ
メメ
ンン
トト
】】

経経
営営
学学
をを
学学
びび
売売
上上
をを
1100
倍倍
にに
すす
るる

小小
平平
和和
一一
朗朗
講講
師師

４
期
生
を
迎
え
て
も
初
心
に
戻
っ
て
、

塾
生
の
事
業
化
に
講
師
全
員
が
取
り
組

ん
で
い
る
。
い
ま
世
界
は
大
変
革
の
時

代
で
あ
る
。
一
見
緩
や
か
で
は
あ
る
が

変
革
の
真
最
中
に
い
る
。
塾
生
に
は
若

年
層
の
半
減
に
よ
る
国
内
消
費
の
減
少

を
常
に
伝
え
て
い
る
。
国
内
市
場
は
い

ず
れ
そ
う
な
る
。
ニ
ー
ズ
は
読
む
も
の

で
は
無
く
て
、
仮
説
に
基
づ
い
て
創
出

す
る
も
の
と
教
え
る
。
「
現
状
の
10
倍

の
売
上
に
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
取

り
組
む
こ
と
」
を
課
題
と
す
る
。
事
業

コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
可

経 営
・ 経営は、人、物、金、時間をコントロールして、

広く社会に貢献する事。

・ 代表者の一番大切な仕事は、

永遠に企業を継続させる事。

・ 代表取締役社長は会社の全責任を負う。

・ 経営者は常に正直でなければ成らない。

・ 企業は、社会から必要とされる商品やサービスを

開発し提供し続けなければ成らない。

・ 企業は収益を上げ、国のために納税を行わなけ

れば成らない。

・ 時代の変化に対応できなければ生き残れない。

・ 失敗を恐れず、未来に挑戦して行かなければ成らない。

・ 全ての関係者が幸せになるような経営が望ましい。

『経営』というテーマで特別講演（2016.10.12）をする西河洋一塾長

図１ 西河洋一の経営姿勢

力
増
大
」
「
安
定
し
た
仕
事
を
、
絶
え

間
な
く
出
す
事
で
価
格
を
下
げ
る
」

「
約
束
を
守
る
事
で
、
味
方
を
沢
山
造

る
」
「
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
る
。

常
に
正
し
い
仕
事
」
な
ど
。

ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル
のの
考考
案案

（高
く
買
っ
て
、
安
く
売
る
）

当
時
建
売
で
３
千
万
円
を
切
る
物
件

は
珍
し
か
っ
た
。
他
社
売
出
し
３
千
万

円
の
物
件
エ
リ
ア
ー
で
１
棟
５
百
万
円

の
利
益
確
保
の
目
標
を
立
て
る
。

建
物
建
築
費
当
時
は
坪
50
万
、
30
坪

で
千
５
百
万
円
が
相
場
。
当
社
は
相
場

の
66
掛
け
の
約
１
千
万
円
で
造
る
。

土
地
の
相
場
は
７
百
万
円
、
当
社
は

８
百
万
円
で
百
万
円
高
く
買
う
。
他
社

の
原
価
合
計
は
２
千
５
百
万
円
、
当
社

は
２
千
百
万
円
。
市
場
に
２
千
６
百
万

円
で
売
り
出
す
。
完
成
す
る
と
百
万
円

下
げ
る
。
ほ
ぼ
他
社
の
原
価
で
販
売
し

て
４
百
万
円
の
利
益
を
出
す
。

経経
営営
姿姿
勢勢

ア
ー
ネ
ス
ト
ワ
ン
の
経
営
を
図
１
に

示
す
。
「
企
業
は
収
益
を
上
げ
、
国
の

た
め
に
納
税
」
が
光
る
。

税税金金をを沢沢山山払払ええるる経経営営者者のの育育成成
安安
定定
収収
益益
をを
生生
むむ

ビビ
ジジ
ネネ
スス
モモ
デデ
ルル
をを
学学
ぶぶ
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平
成
28
年
10
月
28
日
、
Ｈ
Ｒ
Ｍ
（
注
2
）
研
究
会
準
備
会
合
（
第
3
回
）
を

財
団
に
て
開
催
し
た
。
本
準
備
会
合
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
日
本
型
経
営
に
お

け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
財
の
育
成
と
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
日
本
型
経
営
の
良
さ
を
残
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
を
い

か
に
育
成
し
、
日
本
企
業
の
中
に
取
り
込
め
る
企
業
に
な
れ
な
い
か
と
の
問
題

意
識
か
ら
で
あ
る
。
準
備
会
合
と
し
た
の
は
研
究
会
の
研
究
課
題
が
明
確
で
な

い
か
ら
だ
。
現
状
の
問
題
に
関
す
る
問
題
意
識
の
相
互
理
解
が
出
来
た
段
階
で

研
究
課
題
を
整
理
し
、
研
究
会
の
活
動
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

第
３
回
の
会
合
で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
」
に
つ
い
て
淺
野
昌
宏
理
事
と
杉

本
晴
重
理
事
が
報
告
を
し
た
。

で
、
世
界
を
股
に
駆
け
て
特
定
分
野
で

腕
や
技
術
や
技
量
を
発
揮
で
き
る
人
達

で
あ
る
。
例
え
ば
、
技
術
者
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
な
ど
。
企
業
の
中
で
も
、
生
産
管
理

の
専
門
家
、
上
下
水
道
事
業
の
管
理
の

専
門
家
、
鉄
道
運
行
管
理
の
専
門
家
な

ど
で
あ
る
。
特
定
の
専
門
分
野
で
は
、

世
界
中
で
通
用
す
る
。

（（3
））ドド
メメ
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
にに
通通
用用
すす
るる
人人

中
東
の
某
国
や
ア
フ
リ
カ
東
海
岸
の

地
域
な
ど
、
あ
る
特
定
の
国
や
地
域
を

深
掘
り
し
て
、
そ
こ
で
通
用
す
る
人
を

い
う
。
現
地
の
言
葉
、
文
化
、
風
土
、

制
度
な
ど
に
精
通
し
て
い
て
、
そ
の
中

で
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

く
。
そ
う
い
う
も
の
を
通
じ
て
、
企
業

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
国
や
地
域

に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
人
達
で

あ
る
。
こ
の
例
と
し
て
、
サ
ム
ス
ン
が

「
地
域
専
門
家
制
度
」
を
導
入
し
て
、

中
東
、
ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
で
の
事
業

で
成
功
し
て
い
る
。

複複
雑雑
なな
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財
のの
姿姿
とと
育育
成成

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
、
団
体
分
野
に
お

い
て
求
め
ら
れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

財
」
を
定
義
し
、
選
ば
れ
た
候
補
者
が

自
ら
高
い
専
門
性
を
磨
き
、
キ
ャ
リ

ア
・
ア
ッ
プ
の
過
程
で
、
金
も
か
け
、

機
会
も
与
え
て
育
て
て
行
く
。

転転
職職
をを
歓歓
迎迎
すす
るる
企企
業業
ママ
イイ
ンン
ドド

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
の
過
程
で
人
は

流
動
的
に
動
く
。
育
っ
た
企
業
・
団
体

を
離
れ
、
海
外
を
渡
り
歩
く
様
に
も
な

る
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
を
育
て
て
も
、

よ
そ
に
取
ら
れ
て
し
ま
う
」
「
キ
ャ
リ

ア
・
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
財
が
他
所
に
転
職
す
る
」
な
ど
、
十

分
に
あ
り
得
る
話
で
あ
る
。

流
動
性
が
高
ま
る
が
、
そ
れ
は
心
配

す
る
事
で
は
無
く
て
、
む
し
ろ
好
ま
し

い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

【【
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財
のの
定定
義義
】】

外外
国国
人人
かか
らら
信信
頼頼
ささ
れれ
認認
めめ
らら
れれ
るる

グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
と
は
、
経
験
か
ら

「
海
外
市
場
で
外
国
人
と
仕
事
を
し
て
、

外
国
人
か
ら
信
用
・
信
頼
さ
れ
認
め
ら

れ
る
人
」
だ
と
思
う
。

し
か
し
日
本
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル

と
は
、
日
本
人
と
違
う
人
を
認
め
る
こ

と
。
世
界
に
は
日
本
人
と
価
値
観
な
ど

が
違
う
人
が
い
る
の
で
、
そ
の
人
達
を

認
め
て
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
。

２２
種種
類類
のの
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財

改
革
を
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
要

件
、
資
質
を
有
す
る
人
財
が
必
要
だ
。

企
業
が
世
界
市
場
へ
進
出
し
、
継
続
的

企
業
間
で
人
財
の
流
動
性
を
高
め
る

（（1
））国国
際際
的的
経経
営営
幹幹
部部

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る

人
達
で
、
全
世
界
を
相
手
に
事
業
が
出

来
る
人
達
。
多
く
の
企
業
で
育
成
し
よ

う
と
し
て
い
る
国
際
的
な
経
営
幹
部
が

こ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
人
財
の
育
成
は

容
易
で
な
く
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
や

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
が
該
当
。

（（2
））世世
界界
水水
準準
のの
技技
術術
・・技技
能能
をを
持持
つつ

専
門
分
野
で
世
界
に
通
用
す
る
人
財

従
っ
て
「
せ
っ
か
く
我
が
社
で
育
て

た
人
財
が
他
所
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
と
了
見
の
狭
い
こ
と
は
言
わ
ず
に

育
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

自
社
で
育
て
た
人
達
が
、
向
こ
う
側

に
沢
山
存
在
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
こ

ち
ら
側
も
仕
事
が
や
り
易
く
な
る
。
力

が
付
い
た
ら
再
雇
用
も
考
え
ら
れ
る
。

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
化化
とと
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財

理理
事事

杉杉
本本
晴晴
重重

日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
課
題

と
し
て
、
社
会
と
企
業
、
個
人
の
問
題

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
企
業
の
問
題
と
個

人
の
問
題
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
考

察
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
の
課
題
を
整

理
し
た
。

「日本では、個人で高い目標
を持ってグローバルに挑戦し
ている人は少ない」と指摘す
る杉本晴重理事。

現現
場場
かか
らら
見見
たた
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財

理理
事事

淺淺
野野
昌昌
宏宏

人人
財財
のの
三三
つつ
のの
パパ
タタ
ーー
ンン

世
界
で
通
用
す
る
人
財
に
は
、
次
の

三
つ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

「人脈も豊富になり、いずれ日本
もグローバル人財は死語になる」
と話す淺野昌宏理事。

世界で通用する人財を持つことを企業の強みとする
－ グローバルな視点で捉えたHRM研究に取り組む － （注１）

写真は、第４回HRM研究会準備会合（平成２９年１月１３日）
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読読
者者
かか
らら
貴貴
重重
なな
感感
想想
がが
寄寄
せせ
らら
れれ
たた

・
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
を
立
上
げ
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
の
中
で
日
本
的
経
営
の
あ
り
方
に

関
す
る
議
論
を
ま
と
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
、
た

い
へ
ん
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

・
今
後
の
日
本
の
発
展
の
た
め
大
い
に
活
用
い

た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

・
日
本
的
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
興
味
が

あ
り
、
読
ま
せ
て
頂
き
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
日
々
苦
労
し
て
い
る
経
営

者
、
管
理
職
な
ら
び
に
社
員
に
と
り
、
本
書
は

ま
た
と
な
い
処
方
箋
で
す
。

・
「
ボ
ー
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
し
て
議
論
し
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

改
め
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
っ
て
な
ん
な
ん
だ
と

考
え
た
こ
と
が
記
憶
に
新
し
い
で
す
。

・
理
論
的
な
部
分
と
実
践
的
な
部
分
と
の
両
方

と
も
に
充
実
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
か
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と

い
う
言
葉
は
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
実
態

は
よ
く
分
か
ら
ぬ
ま
ま
に
使
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
本
は
そ
う
い
う

曖
昧
な
ま
ま
に
過
ご
し
て
き
て
い
た
こ
と
を
改

め
て
問
い
直
し
、
考
え
な
お
す
契
機
に
な
っ
て

く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

・
「
失
わ
れ
た
30
年
を
取
り
戻
せ
」
を
読
み

取
る
に
は
ち
ょ
っ
と
骨
が
折
れ
そ
う
で
す
。
情

報
量
は
非
常
に
多
い
の
で
す
が
、
掘
り
下
げ
た

分
析
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
具
体
的
提
言
が
あ
る

こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
読
み
進
み
ま
す
。

・
石
油
史
論
な
ど
折
に
触
れ
、
貴
重
な
論
考
を

お
送
り
頂
き
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
先
日
、
書

店
の
棚
に
並
ぶ
写
真
も
拝
見
し
ま
し
た
。
私
自

身
で
購
入
致
す
つ
も
り
で
お
り
ま
し
て
、
せ
っ

か
く
の
ご
著
書
で
す
か
ら
買
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
内
容
は
ま
さ
に
今
日
的
で
す
し
、
日
本
企
業

や
日
本
人
へ
の
応
援
歌
に
も
聞
こ
え
、
自
信
を

い
た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。
と
り
わ
け
第
２
章

冒
頭
で
記
さ
れ
た
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
の
重

要
性
や
「
不
易
流
行
」
の
必
然
性
な
ど
我
が
意

を
得
た
り
と
の
心
境
で
す
。

に
発
展
す
る
に
は
、
役
職
や
業
務
に
よ

り
要
求
あ
る
い
は
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
、

国
際
化
の
段
階
と
国
内
の
場
合
と
で
異

な
る
。
新
規
市
場
へ
の
参
入
と
か
、
起

業
時
と
か
、
拡
大
期
や
安
定
時
期
で
大

分
違
う
。

現
代
は
変
革
時
で
起
業
時
に
近
い
と

認
識
す
べ
き
だ
が
、
実
際
に
は
安
定
時

の
人
財
は
多
数
い
る
が
、
起
業
時
の
人

財
は
な
か
な
か
い
な
い
し
、
簡
単
に
育

成
が
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
大
き
く

２
種
類
の
人
財
が
必
要
だ
。

（（１１
））ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財
ＡＡ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
Ａ
と
は
、
起
業
や

海
外
市
場
へ
の
参
入
を
図
り
、
失
敗
を

恐
れ
ず
果
敢
に
自
分
自
身
で
事
業
・
市

場
開
拓
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
る
人
。

自
社
の
構
造
改
革
の
必
要
性
を
説
き
、

戦
略
と
計
画
の
骨
子
を
描
き
、
自
身
自

ら
が
新
事
業
立
上
げ
に
挑
戦
す
る
タ
イ

プ
の
人
達
で
、
日
本
に
は
少
な
い
。

こ
の
人
達
の
資
質
は
常
識
的
、
論
理

的
以
上
に
、
非
常
識
的
、
直
感
的
、
個

人
的
な
価
値
観
、
想
い
や
意
思
や
夢
が

影
響
し
て
い
る
。
性
格
的
に
は
、
変
化

や
逆
境
を
好
む
。
好
奇
心
が
強
い
、
他

人
と
違
う
こ
と
や
常
識
を
気
に
し
な
い
。

人
が
好
き
、
自
己
主
張
を
明
確
に
す
る
。

楽
観
主
義
で
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
。

こ
の
人
達
は
語
学
力
よ
り
、
人
と
物

怖
じ
し
な
い
で
話
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
人
。
こ
の
能
力
を
学

校
教
育
で
育
成
す
る
に
は
英
会
話
能
力

以
前
に
人
前
で
日
本
語
で
話
し
、
議
論

す
る
能
力
。
い
わ
ゆ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
が
重
要
。

（（２２
））ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財
ＢＢ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
Ｂ
、
海
外
進
出
が

進
む
と
現
地
で
実
務
を
き
ち
ん
と
実
行

で
き
る
人
財
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
業

務
面
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
専
門

性
に
加
え
て
日
本
と
異
な
る
環
境
で
も

人
々
と
協
力
し
て
生
活
や
仕
事
が
で
き

る
能
力
が
必
要
。
語
学
力
は
重
要
。

（（３３
））適適
材材
適適
所所
でで
使使
いい
分分
けけ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
Ａ
と
Ｂ
、
海
外
に

限
ら
ず
企
業
活
動
の
色
々
な
場
面
で
出

て
来
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル

人
財
Ａ
と
Ｂ
を
図
1
に
示
す
。

Ａ
タ
イ
プ
は
構
想
能
力
・
想
い
・
戦

略
性
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
カ
リ
ス
マ

性
・
実
現
力
が
あ
る
が
、
専
門
性
、
実

務
能
力
や
実
行
す
る
力
は
相
対
的
に
低

く
、
実
行
は
他
人
に
任
せ
る
。

Ａ
タ
イ
プ
と
組
ん
で
新
事
業
開
発
を

進
め
る
の
が
Ｂ
タ
イ
プ
。
Ｂ
タ
イ
プ
は

専
門
性
を
持
っ
て
決
め
ら
れ
た
計
画
を

着
実
に
遂
行
す
る
実
務
能
力
が
要
求
さ

れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
に
お
い
て
は
、

関
係
者
、
協
業
者
と
の
良
好
な
関
係
構

築
や
多
様
性
の
尊
重
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
人
間
力
が
必
要
。

Ｂ
タ
イ
プ
は
現
場
で
の
実
効
の
リ
ー

ダ
ー
役
で
あ
り
、
商
品
開
発
、
生
産
、

販
売
、
サ
ポ
ー
ト
等
実
務
の
専
門
家
や

管
理
責
任
者
に
適
し
て
い
る
。

（注２） ＨＲＭ： Human Resource Management

図図１１ ググロローーババルル人人財財ＡＡタタイイププ、、ＢＢタタイイププ

新新刊刊
案案内内

書籍「日本的グローバル化経営実践のすすめ」

技術経営を研究する元ビジネスマン４人の共著本『日本的グローバル化経営実践のすすめ
（失われた３０年を取り戻せ）』を出版しました。グローバル化が本格化する中で、日本企業
の苦境が深まっているのはグローバル化への適応不全という構造問題ではないかというのが４
人の問題意識の出発点です。構造問題だとしたら、相当幅広い視点からの考察が必要になりま
す。日本や世界の歴史、文化、宗教、政治、地理・地政、経済、市場、技術、経営、人財など
に関して実務的な、かつできるだけ俯瞰的な視点から議論したものが本書です。
是非、ご一読いただき、忌憚のないご意見を賜れば幸甚です。（前田光幸）

前田光幸、小平和一朗、淺野昌宏、杉本晴重 著、アーネスト育成財団 編
（芙蓉書房出版、定価2,700円＋税）

（注１） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/に後日議事録が掲載
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2016.10.28研研究究会会活活動動
HRM研究会準備会合（第3回）

平
成
28
年
10
月
28
日
、
Ｈ
Ｒ
Ｍ
（
注
2
）
研
究
会
準
備
会
合
（
第
3
回
）
を

財
団
に
て
開
催
し
た
。
本
準
備
会
合
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
日
本
型
経
営
に
お

け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
財
の
育
成
と
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
日
本
型
経
営
の
良
さ
を
残
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
を
い

か
に
育
成
し
、
日
本
企
業
の
中
に
取
り
込
め
る
企
業
に
な
れ
な
い
か
と
の
問
題

意
識
か
ら
で
あ
る
。
準
備
会
合
と
し
た
の
は
研
究
会
の
研
究
課
題
が
明
確
で
な

い
か
ら
だ
。
現
状
の
問
題
に
関
す
る
問
題
意
識
の
相
互
理
解
が
出
来
た
段
階
で

研
究
課
題
を
整
理
し
、
研
究
会
の
活
動
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

第
３
回
の
会
合
で
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
」
に
つ
い
て
淺
野
昌
宏
理
事
と
杉

本
晴
重
理
事
が
報
告
を
し
た
。

で
、
世
界
を
股
に
駆
け
て
特
定
分
野
で

腕
や
技
術
や
技
量
を
発
揮
で
き
る
人
達

で
あ
る
。
例
え
ば
、
技
術
者
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
選

手
な
ど
。
企
業
の
中
で
も
、
生
産
管
理

の
専
門
家
、
上
下
水
道
事
業
の
管
理
の

専
門
家
、
鉄
道
運
行
管
理
の
専
門
家
な

ど
で
あ
る
。
特
定
の
専
門
分
野
で
は
、

世
界
中
で
通
用
す
る
。

（（3
））ドド
メメ
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
にに
通通
用用
すす
るる
人人

中
東
の
某
国
や
ア
フ
リ
カ
東
海
岸
の

地
域
な
ど
、
あ
る
特
定
の
国
や
地
域
を

深
掘
り
し
て
、
そ
こ
で
通
用
す
る
人
を

い
う
。
現
地
の
言
葉
、
文
化
、
風
土
、

制
度
な
ど
に
精
通
し
て
い
て
、
そ
の
中

で
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

く
。
そ
う
い
う
も
の
を
通
じ
て
、
企
業

の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
そ
の
国
や
地
域

に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
人
達
で

あ
る
。
こ
の
例
と
し
て
、
サ
ム
ス
ン
が

「
地
域
専
門
家
制
度
」
を
導
入
し
て
、

中
東
、
ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
で
の
事
業

で
成
功
し
て
い
る
。

複複
雑雑
なな
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財
のの
姿姿
とと
育育
成成

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
、
団
体
分
野
に
お

い
て
求
め
ら
れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

財
」
を
定
義
し
、
選
ば
れ
た
候
補
者
が

自
ら
高
い
専
門
性
を
磨
き
、
キ
ャ
リ

ア
・
ア
ッ
プ
の
過
程
で
、
金
も
か
け
、

機
会
も
与
え
て
育
て
て
行
く
。

転転
職職
をを
歓歓
迎迎
すす
るる
企企
業業
ママ
イイ
ンン
ドド

キ
ャ
リ
ア
・
ア
ッ
プ
の
過
程
で
人
は

流
動
的
に
動
く
。
育
っ
た
企
業
・
団
体

を
離
れ
、
海
外
を
渡
り
歩
く
様
に
も
な

る
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
を
育
て
て
も
、

よ
そ
に
取
ら
れ
て
し
ま
う
」
「
キ
ャ
リ

ア
・
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
財
が
他
所
に
転
職
す
る
」
な
ど
、
十

分
に
あ
り
得
る
話
で
あ
る
。

流
動
性
が
高
ま
る
が
、
そ
れ
は
心
配

す
る
事
で
は
無
く
て
、
む
し
ろ
好
ま
し

い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

【【
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財
のの
定定
義義
】】

外外
国国
人人
かか
らら
信信
頼頼
ささ
れれ
認認
めめ
らら
れれ
るる

グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
と
は
、
経
験
か
ら

「
海
外
市
場
で
外
国
人
と
仕
事
を
し
て
、

外
国
人
か
ら
信
用
・
信
頼
さ
れ
認
め
ら

れ
る
人
」
だ
と
思
う
。

し
か
し
日
本
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル

と
は
、
日
本
人
と
違
う
人
を
認
め
る
こ

と
。
世
界
に
は
日
本
人
と
価
値
観
な
ど

が
違
う
人
が
い
る
の
で
、
そ
の
人
達
を

認
め
て
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
。

２２
種種
類類
のの
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財

改
革
を
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
要

件
、
資
質
を
有
す
る
人
財
が
必
要
だ
。

企
業
が
世
界
市
場
へ
進
出
し
、
継
続
的

企
業
間
で
人
財
の
流
動
性
を
高
め
る

（（1
））国国
際際
的的
経経
営営
幹幹
部部

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る

人
達
で
、
全
世
界
を
相
手
に
事
業
が
出

来
る
人
達
。
多
く
の
企
業
で
育
成
し
よ

う
と
し
て
い
る
国
際
的
な
経
営
幹
部
が

こ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
人
財
の
育
成
は

容
易
で
な
く
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
や

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
が
該
当
。

（（2
））世世
界界
水水
準準
のの
技技
術術
・・技技
能能
をを
持持
つつ

専
門
分
野
で
世
界
に
通
用
す
る
人
財

従
っ
て
「
せ
っ
か
く
我
が
社
で
育
て

た
人
財
が
他
所
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
と
了
見
の
狭
い
こ
と
は
言
わ
ず
に

育
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

自
社
で
育
て
た
人
達
が
、
向
こ
う
側

に
沢
山
存
在
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
こ

ち
ら
側
も
仕
事
が
や
り
易
く
な
る
。
力

が
付
い
た
ら
再
雇
用
も
考
え
ら
れ
る
。

ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
化化
とと
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財

理理
事事

杉杉
本本
晴晴
重重

日
本
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
課
題

と
し
て
、
社
会
と
企
業
、
個
人
の
問
題

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
企
業
の
問
題
と
個

人
の
問
題
と
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
考

察
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
の
課
題
を
整

理
し
た
。

「日本では、個人で高い目標
を持ってグローバルに挑戦し
ている人は少ない」と指摘す
る杉本晴重理事。

現現
場場
かか
らら
見見
たた
ググ
ロロ
ーー
ババ
ルル
人人
財財

理理
事事

淺淺
野野
昌昌
宏宏

人人
財財
のの
三三
つつ
のの
パパ
タタ
ーー
ンン

世
界
で
通
用
す
る
人
財
に
は
、
次
の

三
つ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

「人脈も豊富になり、いずれ日本
もグローバル人財は死語になる」
と話す淺野昌宏理事。

世界で通用する人財を持つことを企業の強みとする
－ グローバルな視点で捉えたHRM研究に取り組む － （注１）

写真は、第４回HRM研究会準備会合（平成２９年１月１３日）
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評評
議議
員員
会会
、、
理理
事事
長長
挨挨
拶拶

評
議
員
会
の
冒
頭
、
西
河
洋
一
理
事

長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
財
団
の
活
動
も
西
河
技
術
経
営
塾

を
中
心
に
研
究
会
等
、
皆
さ
ん
に
協
力

し
て
頂
き
、
今
年
は
『
日
本
的
グ
ロ
ー

バ
ル
化
経
営
実
践
の
す
す
め
』
と
題
す

る
素
晴
ら
し
い
本
を
皆
さ
ん
の
知
見
を

結
集
し
て
出
版
で
き
た
。
配
布
先
か
ら

も
色
々
な
コ
メ
ン
ト
と
良
い
本
だ
と
い

う
評
価
を
頂
き
非
常
に
良
か
っ
た
」
。

「
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
、
こ

う
い
う
本
が
売
れ
て
財
団
の
運
営
に
も

し
っ
か
り
結
び
つ
く
よ
う
に
な
る
と
良

い
。
今
期
経
営
塾
に
５
名
が
入
塾
、
一

名
が
事
業
が
定
ま
ら
な
い
と
休
塾
し
４

名
で
や
っ
て
い
る
が
、
期
待
の
持
て
る

人
達
が
集
ま
っ
て
い
る
」
。

る
」
と
報
告
。

低低
金金
利利
でで
国国
力力
がが
どど
ここ
まま
でで
持持
つつ
のの
かか

国
内
問
題
で
は
「
日
本
経
済
は
停
滞

期
を
脱
し
た
と
い
う
が
低
金
利
を
継
続

し
て
、
自
由
主
義
経
済
に
お
い
て
日
本

の
国
力
が
ど
こ
ま
で
持
つ
か
疑
問
。
貯

蓄
に
走
る
国
民
の
富
を
国
が
吸
い
上
げ

て
も
消
費
に
回
わ
ら
な
い
で
日
本
が
豊

か
に
な
ら
な
い
。
マ
ク
ロ
で
富
が
減
衰

し
て
投
資
に
お
金
が
回
ら
な
く｢

失
わ
れ

た
30
年
」
に
向
か
っ
て
い
る
。

経経
営営
人人
財財
をを
レレ
ベベ
ルル
アア
ッッ
ププ
すす
るる

経
営
人
財
育
成
の
課
題
の
背
景
に
、

日
本
で
は
起
業
が
少
な
い
こ
と
や
、
多

く
の
企
業
が
守
り
の
経
営
に
終
始
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

我
が
国
の
持
続
的
な
成
長
と
活
性
化

に
は
、
実
践
的
な
起
業
家
や
事
業
家
な

ど
の
技
術
経
営
人
財
の
育
成
と
経
営
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
５
期
で
は
引
き
続
き
人
財
の
育

成
と
活
用
に
関
す
る
事
業
に
取
り
組
む
。

事
業
の
質
の
向
上
や
財
団
の
認
知
度
を

高
め
る
こ
と
で
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上図図１１ 人人財財のの育育成成とと活活用用にに関関すするる財財団団のの公公益益事事業業

公公益益性性ののああるる財財団団をを目目指指すす
技技術術経経営営人人財財のの育育成成でで実実績績をを重重ねねるる

平
成
28
年
12
月
14
日
、
飯
田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
本
社
内
会
議

室
（
東
京
都
新
宿
区
）
に
お
い
て
、
第
４
回
定
時
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。
評

議
員
の
中
か
ら
大
橋
克
已
を
評
議
員
会
の
議
長
に
選
任
し
議
事
に
入
っ
た
。

「
第
４
期
（
平
成
27
年
度
）
事
業
報
告
の
承
認
」
「
決
算
報
告
書
（
第
４
期

（
平
成
27
年
度
）
）
の
承
認
」

「
評
議
員
の
選
任
」

「
理
事
の
選
任
」

「
監

事
の
選
任
」

「
第
５
期
の
役
員
体
制
の
報
告
」
「
第
５
期
事
業
計
画
」
「
第
５

期
収
支
予
算
書
」
「
評
議
員
、
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
の
額
」
に
つ
い
て
審
議

し
、
決
議
し
た
。

期期待待ででききるる人人財財がが塾塾にに集集ままるる

「素晴らしい本が出版できた」と話す
西河洋一理事長

第第
５５
期期
事事
業業
計計
画画
のの
概概
要要

評
議
員
会
に
提
案
し
た
財
団
第
５
期

(

平
成
28
年
度)

の
事
業
計
画
の
事
業
概

要
の
中
で
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
、

隣
国
ロ
シ
ア
と
の
平
和
条
約
締
結
へ
の

取
り
組
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｅ
Ｕ
圏
で

も
反
グ
ロ
ー
バ
ル
勢
力
が
台
頭
、
中
東

の
混
迷
、
ア
フ
リ
カ
の
経
済
成
長
な
ど
、

今
世
界
は
大
き
な
変
革
の
嵐
の
中
に
あ

西河技術経営塾

技術経営人財育成セミナーの開催

調査研究委員会

その他

事業の構成

・HRM研究会準備会合
・世界の政治、経済の動向把握懇話会

評議員会で議案の説明を行う小平和一朗専務理事。新たに調査研究委員会の取り組みで
「世界の政治、経済の動向把握懇話会」を提案した。「当財団は、世界経済のグローバル
化に日本企業がどう対応すべきか。一方では、グローバル化に対する風当たりが欧米先進
国を中心に強まっている。米国の保護主義的な政策や、英国のEU離脱、欧州での移民排斥
の動きなど、大きなうねりとなって世界経済を揺るがす」などを提案。
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に
取
り
組
む
。
公
益
認
定
は
、
定
款
の

見
直
し
を
含
め
て
活
動
実
績
を
重
ね
な

が
ら
、
社
会
が
求
め
る
公
益
財
団
を
目

指
す
。

質質
疑疑
応応
答答

ＱＱ
（（
大大
橋橋
議議
長長
））
公
益
法
人
化
へ
具
体

的
に
い
つ
頃
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
目

標
は
持
っ
て
い
る
の
か
。

ＡＡ
（（
小小
平平
専専
務務
理理
事事
））
ど
う
検
討
し
た

ら
良
い
の
か
と
、
審
査
す
る
の
は
一
般

人
が
や
る
の
で
、
あ
る
程
度
実
績
を
あ

げ
て
名
前
が
通
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
。
新
聞
を
使
っ
て
の
広
告

も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
も
一
環

で
あ
る
。
知
度
が
上
が
っ
た
段
階
で
と

も
考
え
て
い
る
。
中
途
半
端
に
は
で
き

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

ＱＱ
（（
吉吉
久久
保保
顧顧
問問
））
情
報
紙

を
持
っ
て
い
く
が
、
な
か
な

か
読
ん
で
く
れ
な
い
。

塾
の
簡
単
な
案
内
を
作
っ
て
欲
し
い
。

ＡＡ
（（
小小
平平
））
作
成
す
る
。

ＱＱ
（（
坂坂
巻巻
））
宣
伝
効
果
が
あ
る
の
は
、

西
河
塾
長
か
ら
薫
陶
を
受
け
て
卒
業
し

た
人
が
、
実
績
を
だ
す
こ
と
だ
。
10
倍

の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
ら
せ
て
指
導

し
て
い
る
訳
だ
が
実
際
に
学
ん
で
業
績

を
改
善
し
て
、
き
ら
り
と
光
る
中
小
企

業
が
出
て
く
れ
ば
一
番
の
効
果
だ
。

ＡＡ
（（
小小
平平
））
１
月
の
新
年
会
で
Ｏ
Ｂ
の

方
も
来
て
も
ら
う
。
皆
さ
ん
業
績
を
結

構
伸
ば
し
て
い
る
。
今
ま
で
と
は
違
う

仕
事
の
仕
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

意意
見見
（（
大大
橋橋
））
塾
で
先
生
を
や
っ
て
い

る
が
、
入
っ
た
時
と
出
る
と
き
の
意
識

が
違
う
。
経
営
者
と
し
て
の
も
の
見
方

と
か
自
信
と
か
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
や
ろ

う
と
い
う
意
欲
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ

て
出
ら
れ
る
人
が
多
い
。

意意
見見
（（
吉吉
久久
保保
顧顧
問問
））
『
日
本
的
グ

ロ
ー
バ
ル
化
経
営
実
践
の
す
す
め
』
は

良
く
で
き
て
い
る
。

ＡＡ
（（
前前
田田
））
２
年
間
の
研
究
会
の
結
晶

で
あ
る
。
年
に
10
回
位
、
1
回
３
時
間

位
、
３
人
位
が
発
表
し
て
、
議
論
を
し

て
き
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
係
あ
る
と
こ

ろ
だ
け
で
な
く
文
化
も
学
ん
だ
。

定時評議員会

（注３） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：グローバル体験』に後日掲載

一一般般財財団団法法人人アアーーネネスストト育育成成財財団団役役員員体体制制
１．理事（任期２年）

西河 洋 一 理事・理事長 （再任）
小平 和一朗 理事・専務理事（再任）
淺野 昌 宏 理事 （再任）
杉本 晴 重 理事 （再任）

２．評議員（任期４年）
前田 光 幸 評議員（残り任期2年）
吉久保 信一 評議員（再任）
柴田 智 宏 評議員（残り任期2年）
小林 守 評議員（新任）
倉田 洋 評議員（新任）

３．監事（任期４年）
田中 千 税 監 事（再任）

４．顧問（５名以内）（任期２年）
吉久保 誠一（再任）
平 強（再任）
坂巻 資 敏（再任）
大橋 克 已（新任）
角 忠 夫（新任）

理事 杉本 晴重仕仕事事、、家家庭庭、、地地域域のの３３つつをを大大切切ににすするる

グ
ロ
ー
バ
ル
体
験

海海 外外

（（６６））

（注３）

問問
わわ
れれ
たた
「「働働
きき
方方
」」

昭
和
40
年
代
後
半
、
高
度
成
長
時
代

冷
め
や
ら
ぬ
日
本
か
ら
転
勤
し
た
米

国
子
会
社
で
の
働
き
方
は
、
実
に
新

鮮
だ
っ
た
。
一
言
で
言
う
と
「
人
は

何
の
為
に
働
く
の
か
」
を
問
わ
れ
た
。

当
時
、
我
々
日
本
人
は
完
全
な
会

社
人
間
で
、
朝
か
ら
晩
ま
で
仕
事
、

仕
事
、
仕
事
で
あ
っ
た
。
新
規
市
場
、

新
商
品
、
新
職
場
と
仕
事
が
面
白
く

て
し
か
た
な
か
っ
た
し
、
若
か
っ
た

し
、
日
本
と
の
時
差
も
あ
っ
て
、
早

朝
あ
る
い
は
深
夜
の
仕
事
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
現
地
の
人
は
、
決
ま
っ
た

仕
事
を
ほ
と
ん
ど
定
時
内
に
こ
な
し

て
帰
宅
し
て
い
た
。
「
な
ん
で
日
本

人
は
そ
ん
な
に
働
く
の
か
？

家
族

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
現

地
の
人
か
ら
は
不
審
が
ら
れ
た
。
ま

さ
し
く
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル

で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
会
社
を
離
れ
て
、
家
族

や
友
達
と
過
ご
し
、
教
会
活
動
や
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
ど
地
域
活
動
を
す

る
こ
と
が
当
た
り
前
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
職
場
、
家
庭
、
地
域
（
社
会
）

の
三
つ
を
同
時
に
大
切
に
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
に
か
、
一
旦
働
き
出
す
と

成
果
を
重
視
し
、
徹
底
し
て
効
率
を

優
先
し
た
。

ム
ダ
な
仕
事
は
し
な
い
。
業
務
に

対
す
る
ク
レ
ー
ム
や
前
の
会
社
で
は

こ
う
や
っ
て
い
た
等
の
提
案
も
多

か
っ
た
。
長
時
間
の
会
議
、
過
剰
な

資
料
作
成
は
勿
論
、
上
司
と
決
め
た

自
分
の
仕
事
以
外
は
や
ら
な
か
っ
た
。

「
そ
れ
は
、
私
の
仕
事
で
は
な
い
」

と
言
う
言
葉
を
よ
く
聞
い
た
。

部部
門門
間間
のの
効効
率率
をを
上上
げげ
るる

そ
れ
以
来
、
仕
事
の
や
り
方
を
考

え
直
す
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
（
や
れ
る
で
は
な
く
）
仕
事

は
何
か
を
考
え
、
そ
の
中
で
も
重
要

度
・
優
先
度
の
高
い
仕
事
か
ら
始
め

る
。
他
人
が
出
来
る
仕
事
は
量
、
質

を
考
え
て
、
仕
事
の
要
求
出
力
、
時

間
、
責
任
を
明
確
に
し
て
分
担
す
る
。

等
々
、
今
、
考
え
る
と
当
た
り
前
の

事
ば
か
り
で
あ
る
が
、
当
時
は
、
こ

れ
に
よ
り
自
分
だ
け
で
な
く
、
部
門

内
、
部
門
間
の
効
率
（
生
産
性
、
時

間
）
が
上
が
っ
た
。
現
地
の
人
と
の

融
合
も
図
れ
、
関
係
も
改
善
さ
れ
た
。

結
果
的
に
家
族
と
過
ご
し
、
地
域
と

接
す
る
時
間
も
増
え
た
。

日
本
で
は
、
今
で
も
長
時
間
労
働

問
題
や
、
心
の
問
題
、
低
い
生
産
性

の
問
題
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
や
は

り
職
場
を
離
れ
て
、
家
族
と
時
間
を

共
有
し
た
り
、
自
分
一
人
の
時
間
を

持
っ
た
り
、
地
域
活
動
へ
参
加
す
る

こ
と
等
が
大
事
だ
。

時
間
と
心
の
余
裕
が
出
来
、
仕
事

に
集
中
し
、
真
に
価
値
の
あ
る
質
の

高
い
仕
事
が
出
来
る
。
将
来
、
Ａ
Ｉ

や
ロ
ボ
ッ
ト
の
進
歩
に
よ
り
、
人
の

仕
事
の
や
り
方
と
質
ば
か
り
で
な
く
、

家
族
や
友
人
、
地
域
社
会
の
重
要
性

が
今
ま
で
以
上
に
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

評議員会議長を務めた
大橋克已評議員。

「ホームページアクセス件数は把握
しているか」と問う角忠夫評議員。
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評評
議議
員員
会会
、、
理理
事事
長長
挨挨
拶拶

評
議
員
会
の
冒
頭
、
西
河
洋
一
理
事

長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
財
団
の
活
動
も
西
河
技
術
経
営
塾

を
中
心
に
研
究
会
等
、
皆
さ
ん
に
協
力

し
て
頂
き
、
今
年
は
『
日
本
的
グ
ロ
ー

バ
ル
化
経
営
実
践
の
す
す
め
』
と
題
す

る
素
晴
ら
し
い
本
を
皆
さ
ん
の
知
見
を

結
集
し
て
出
版
で
き
た
。
配
布
先
か
ら

も
色
々
な
コ
メ
ン
ト
と
良
い
本
だ
と
い

う
評
価
を
頂
き
非
常
に
良
か
っ
た
」
。

「
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
、
こ

う
い
う
本
が
売
れ
て
財
団
の
運
営
に
も

し
っ
か
り
結
び
つ
く
よ
う
に
な
る
と
良

い
。
今
期
経
営
塾
に
５
名
が
入
塾
、
一

名
が
事
業
が
定
ま
ら
な
い
と
休
塾
し
４

名
で
や
っ
て
い
る
が
、
期
待
の
持
て
る

人
達
が
集
ま
っ
て
い
る
」
。

る
」
と
報
告
。

低低
金金
利利
でで
国国
力力
がが
どど
ここ
まま
でで
持持
つつ
のの
かか

国
内
問
題
で
は
「
日
本
経
済
は
停
滞

期
を
脱
し
た
と
い
う
が
低
金
利
を
継
続

し
て
、
自
由
主
義
経
済
に
お
い
て
日
本

の
国
力
が
ど
こ
ま
で
持
つ
か
疑
問
。
貯

蓄
に
走
る
国
民
の
富
を
国
が
吸
い
上
げ

て
も
消
費
に
回
わ
ら
な
い
で
日
本
が
豊

か
に
な
ら
な
い
。
マ
ク
ロ
で
富
が
減
衰

し
て
投
資
に
お
金
が
回
ら
な
く｢

失
わ
れ

た
30
年
」
に
向
か
っ
て
い
る
。

経経
営営
人人
財財
をを
レレ
ベベ
ルル
アア
ッッ
ププ
すす
るる

経
営
人
財
育
成
の
課
題
の
背
景
に
、

日
本
で
は
起
業
が
少
な
い
こ
と
や
、
多

く
の
企
業
が
守
り
の
経
営
に
終
始
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

我
が
国
の
持
続
的
な
成
長
と
活
性
化

に
は
、
実
践
的
な
起
業
家
や
事
業
家
な

ど
の
技
術
経
営
人
財
の
育
成
と
経
営
力

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
５
期
で
は
引
き
続
き
人
財
の
育

成
と
活
用
に
関
す
る
事
業
に
取
り
組
む
。

事
業
の
質
の
向
上
や
財
団
の
認
知
度
を

高
め
る
こ
と
で
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上図図１１ 人人財財のの育育成成とと活活用用にに関関すするる財財団団のの公公益益事事業業

公公益益性性ののああるる財財団団をを目目指指すす
技技術術経経営営人人財財のの育育成成でで実実績績をを重重ねねるる

平
成
28
年
12
月
14
日
、
飯
田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
本
社
内
会
議

室
（
東
京
都
新
宿
区
）
に
お
い
て
、
第
４
回
定
時
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。
評

議
員
の
中
か
ら
大
橋
克
已
を
評
議
員
会
の
議
長
に
選
任
し
議
事
に
入
っ
た
。

「
第
４
期
（
平
成
27
年
度
）
事
業
報
告
の
承
認
」
「
決
算
報
告
書
（
第
４
期

（
平
成
27
年
度
）
）
の
承
認
」

「
評
議
員
の
選
任
」

「
理
事
の
選
任
」

「
監

事
の
選
任
」

「
第
５
期
の
役
員
体
制
の
報
告
」
「
第
５
期
事
業
計
画
」
「
第
５

期
収
支
予
算
書
」
「
評
議
員
、
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
の
額
」
に
つ
い
て
審
議

し
、
決
議
し
た
。

期期待待ででききるる人人財財がが塾塾にに集集ままるる

「素晴らしい本が出版できた」と話す
西河洋一理事長

第第
５５
期期
事事
業業
計計
画画
のの
概概
要要

評
議
員
会
に
提
案
し
た
財
団
第
５
期

(

平
成
28
年
度)

の
事
業
計
画
の
事
業
概

要
の
中
で
「
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
、

隣
国
ロ
シ
ア
と
の
平
和
条
約
締
結
へ
の

取
り
組
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｅ
Ｕ
圏
で

も
反
グ
ロ
ー
バ
ル
勢
力
が
台
頭
、
中
東

の
混
迷
、
ア
フ
リ
カ
の
経
済
成
長
な
ど
、

今
世
界
は
大
き
な
変
革
の
嵐
の
中
に
あ

西河技術経営塾

技術経営人財育成セミナーの開催

調査研究委員会

その他

事業の構成

・HRM研究会準備会合
・世界の政治、経済の動向把握懇話会

評議員会で議案の説明を行う小平和一朗専務理事。新たに調査研究委員会の取り組みで
「世界の政治、経済の動向把握懇話会」を提案した。「当財団は、世界経済のグローバル
化に日本企業がどう対応すべきか。一方では、グローバル化に対する風当たりが欧米先進
国を中心に強まっている。米国の保護主義的な政策や、英国のEU離脱、欧州での移民排斥
の動きなど、大きなうねりとなって世界経済を揺るがす」などを提案。
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（注４）

シシ
ェェ
ーー
ルル
のの
僥僥
倖倖

シ
ェ
ー
ル
（
頁
岩
）
ガ
ス
・
石

油
層
は
特
異
な
地
層
で
あ
る
。
硬

い
頁
岩
に
筋
状
に
分
布
す
る
ガ
ス

や
石
油
は
蒸
気
や
薬
剤
を
注
入
し

て
も
取
り
出
せ
な
い
。
昔
か
ら
大

量
に
賦
存
す
る
こ
と
は
分
か
っ
て

い
た
が
、
経
済
的
に
掘
り
出
す
術

が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
水
平
掘

削
と
超
高
圧
水
の
破
砕
に
よ
り
取

り
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
２

０
０
５
年
頃
、
産
出
量
が
目
立
ち

始
め
た
の
は
２
０
０
８
年
で
あ
る
。

シ
ェ
ー
ル
・
ガ
ス
層
は
全
世
界
に

賦
存
し
、
各
地
で
実
証
実
験
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
生

産
は
北
米
内
に
限
ら
れ
て
い
る
。

シ
ェ
ー
ル
・
オ
イ
ル
層
の
賦
存
は

ほ
と
ん
ど
が
北
米
で
あ
る
。

シシ
ェェ
ーー
ルル
ガガ
スス
企企
業業
のの
興興
亡亡

米
国
で
は
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
生

産
過
剰
で
２
０
０
９
年
以
降
ガ
ス

価
格
が
暴
落
し
た
ま
ま
で
、
相
当

数
の
中
小
ガ
ス
会
社
が
倒
産
し
た
。

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
会
社
の
淘
汰
の
過

程
で
メ
ジ
ャ
ー
ズ
な
ど
に
よ
る
事

業

買

収

が

進

ん

だ

。

他

方

、

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
価
格
は
世
界
価

格
に
連
動
し
て
い
る
。
「
ガ
ス
価

格
は
ロ
ー
カ
ル
、
石
油
価
格
は
グ

ロ
ー
バ
ル
」
の
原
則
が
生
き
て
い

る
。

ＯＯ
ＰＰ
ＥＥ
ＣＣ
価価
格格
統統
制制
力力
のの
喪喪
失失

原
油
価
格
は
２
０
０
８
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
３
０
＄
に

暴
落
し
た
あ
と
徐
々
に
持
ち
直
し
、

１
０
０
＄
台
を
回
復
し
て
い
た
が
、

２
０
１
４
年
秋
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
減

産
合
意
失
敗
で
突
如
崩
壊
し
、
現

在
３
０
～
５
０
＄
の
間
で
変
動
し

て
い
る
。
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
生

産
コ
ス
ト
は
５
０
～
７
０
＄
な
の

で
、
５
０
＄
以
上
で
増
産
、
以
下

で
減
産
と
な
る
。
つ
ま
り
、
世
界

の
原
油
価
格
水
準
は
シ
ェ
ー
ル
・

オ
イ
ル
が
決
め
る
時
代
に
入
っ
た
。

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
望
む
原
油
価
格
水
準

は
７
０
～
８
０
＄
だ
が
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
が
そ
れ
に
向
け
て
減
産
し
て
も
、

シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
増
産
で
６
０

＄
前
後
ま
で
し
か
上
が
ら
な
い
状

況
が
当
分
続
く
。
た
だ
し
、
金
融

危
機
な
ど
で
原
油
に
投
機
資
金
が

流
れ
一
時
的
な
急
騰
は
あ
り
う
る
。

萎萎
むむ
米米
国国
のの
中中
東東
関関
与与

シ
ェ
ー
ル
の
お
か
げ
で
米
国
の

石
油
・
ガ
ス
合
計
の
輸
入
依
存
度

は
数
年
前
の
４
５
％
か
ら
２
０
％

へ
と
急
減
し
た
。
特
に
中
東
湾
岸

依
存
は
極
め
て
少
な
く
な
り
、
米

国
の
中
東
へ
の
関
心
は
萎
ん
だ
。

も
し
、
何
ら
か
の
動
乱
で
、
石
油

生
産
が
途
絶
し
て
も
、
米
国
が
軍

事
介
入
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

日日
本本
のの
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
政政
策策
のの
転転
回回

だ
と
す
る
と
石
油
の
８
０
％
以

上
を
中
東
湾
岸
諸
国
に
依
存
す
る

日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
根
底

か
ら
変
え
る
し
か
な
い
。

前
号
で
見
た
よ
う
に
原
発
は
期
待

薄
、
石
油
輸
入
源
の
分
散
も
無
理
。

あ
と
は
ア
ジ
ア
大
洋
州
、
ロ
シ
ア
、

北
米
か
ら
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
増
や
再

エ
ネ
の
供
給
促
進
？

い
や
、
こ
れ
か
ら
は
そ
う
い
う
供

給
面
で
は
な
く
、
需
要
面
が
対
策

の
主
体
に
な
る
だ
ろ
う
。
シ
ェ
ー

ル
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
対
す
る
日
本

の
正
し
い
対
応
と
は
低
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
社
会
へ
の
移
行
で
あ
る
。

世
界
を
は
じ
め
と
し
て
、
大

変
革
の
中
に
あ
る
。
米
国
の
ト

ラ
ン
プ
次
期
大
統
領
と
小
池
東

京
都
知
事
は
、
連
日
マ
ス
コ
ミ

に
登
場
し
て
、
賑
わ
し
て
い
る
。

両
氏
と
も
、
変
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
言
動
の
み
を
良
く
取
り
上
げ

る
が
、
本
質
を
常
に
捉
え
て
２
人
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
自
分
の
価
値
観
で

捉
え
て
、
判
断
力
を
評
価
す
る
と
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
良
い
教
材
と
な

る
と
思
う
。

ネ
ッ
ト
で
社
会
は
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
が
、
注
意
が
必
要
な
の
は
情
報
操

作
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
情
報
で
大
衆
は
誘

導
さ
れ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
受
け
取
る
情
報

を
、
自
分
の
心
眼
で
評
価
し
、
自
分
の

価
値
観
で
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

マ
ス
コ
ミ
が
潮
流
を
読
み
切
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
。
世
論
は
情
報
で
操
作
で

き
る
の
だ
と
思
い
込
み
、
常
識
を
作
ろ

う
と
す
る
か
ら
誤
情
報
と
な
る
。
例
え

ば
、
検
挙
す
る
と
容
疑
者
を
犯
罪
者
と

す
る
が
、
不
起
訴
に
な
る
例
も
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
に
く
い
の

は
実
績
主
義
、
前
例
主
義
だ
か
ら
だ
。

真
贋
を
、
新
た
な
価
値
観
を
評
価
で
き

な
い
の
が
理
由
だ
。
（
小
平
和
一
朗
）

編編集集後後記記

一一般般財財団団法法人人
アアーーネネスストト育育成成財財団団

案案内内

定定
時時
評評
議議
員員
会会
開開
催催

財
団
は
５
年
目
に
入
っ

た
。
12
月
14
日
に
飯
田
グ

ル
ー
プ
内
で
評
議
員
会
を

開
催
し
、
設
立
時
か
ら
の

２
名
の
評
議
員
が
退
任
し

小
林
守
（
日
立
製
作
所
社

友
）
と
倉
田
洋
（
産
能
大

教
授
）
が
就
任
し
た
。

評
議
員
会
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
話
題
に

な
っ
た
が
、
社
会
に
役
立
つ
財
団
に
な

る
に
は
、
財
団
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
い
か

に
高
め
る
か
が
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。

書書
籍籍
化化
でで
成成
果果
をを
確確
認認

芙
蓉
書
房
出
版
か
ら
出
版
し
た
『
日

本
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
営
実
践
の
す
す

め
』
は
、
読
者
か
ら
の
反
応
を
聞
く
と
、

改
め
て
文
章
化
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
。
マ
ス
コ
ミ
が
扱
わ
な
い
グ
ロ
ー
バ

ル
情
報
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
日
本
の

良
さ
を
認
識
し
て
、
世
界
に
貢
献
す
べ

き
だ
が
日
本
的
な
経
営
実
践
の
す
す
め

で
あ
る
。

ＨＨ
ＲＲ
ＭＭ
研研
究究
準準
備備
会会
合合

１１
月
13
日
の
会
合
で
は
、
小
林
守
産

創
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
長
か
ら
日
本

の
中
小
企
業
の
問
題
、
課
題
に
関
し
て

報
告
が
あ
っ
た
。
次
号
で
報
告
す
る
。


